
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

■ 増加 □ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

■ さらに重点化する □ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

事務事業名

個性と創造力をもつ子どもの育成

官学連携事業

総合計画の
主要施策名

平成２５年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

判定説明
及び考察

　秋田大学生による水に関するコンサートは、美郷フェスタ時に開催したこともあり、町
民にも認知してもらえた。国際教養大学留学生との交流は、実施できない学校もあった
が、色々な国の人と触れ合うことができ子どもたちにもよい刺激になった。引き続きこの
事業を実施していきたい。秋田県立大学との連携事業では、ビオトープの現地調査、中
学校総合科学部との協議、設計方針の検討を行い、次年度工事発注に向けた設計書
作成を完了することができた。

事
業
の
評
価

あまり寄与していない

あまりできていない

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

事業の目的

事業の内容

教育総務課・教育推進課担当課名

事業コード

事業の対象 　園・小・中学校生

4232

　秋田大学、秋田県立大学、国際教養大学と園・学校が相互交流を行うことにより、
児童生徒の上級学校へのあこがれや異文化体験による国際理解を図る。

　秋田大学生による水に関するコンサートの実施、秋田県立大学からの協力による
美郷中学校ビオトープの整備、国際教養大学の留学生を園・学校行事に招いた国
際交流の実施、各大学への美郷中学生の訪問。

事業の
方向性

外部評価 評価委員意見

平成24年度決算

Ａ
十分に事業を遂行していると思われるので、評
価を上位に変更する。園児・児童生徒にメリット
のある交流を工夫する。

あまりできていない

5,536

年度・区分

事業の効果等

秋田大学・・・美郷中学校3年生の大学訪問、学生による美郷フェスタでのコンサート
秋田県立大学・・・美郷中学校3年生の大学訪問、美郷中学校ビオトープ整備の設計方針作成
国際教養大学・・・３園、２小学校で留学生との交流、美郷中学校３年生の大学訪問（参加留学生延べ
21名）

実績・成果等
（数値）

事　業　費
平成25年度決算 平成26年度予算

103金　　　額

　上級学校へのあこがれや学習意欲の向上、国際理解、コミュニケーション能力の
醸成が期待できる。

美郷町教育委員会
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